
糸
）
た
ん

だ

新
潟
・
五
反
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
上
越
市
板
倉
区
米
増
字
横
田
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
四
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
渡
邊
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

五
反
田
遺
跡
は
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
東
頸
城
丘
陵
か

ら
流
れ
出
る
大
熊
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
の
扇
央
部
付
近
、
標
高
四

四
―
五

一
ｍ
の
緩
斜
面
上
に
立

地
す
る
。
調
査
は
二
〇
〇
四
年

か
ら
ニ
カ
年
に
わ
た
っ
て
実
施

し
た
。
遺
跡
の
主
体
は
人
世
紀

前
葉
―

一
〇
世
紀
後
半
で
、
掘

立
柱
建
物
二
五
椋
を
検
出
し
た
。

大
型
建
物
を
中
心
に
整
然
と
配

置
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
群
や
奢

修
品
で
あ
る
白
磁
椀
、
多
数
の

緑
釉

・
灰
釉
陶
器
の
出
土
な
ど
か
ら
、　
一
般
集
落
と
は
異
な
る
性
格
が
推
測
さ

れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
二
〇
〇
五
年
調
査
に
お
い
て
、
近
世
以
降
の
包
含
層
で
あ
る
Ⅱ
層

か
ら

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔源
由
甲
一
斗
力
〕

①

　

「□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ枷泉
〕買
い
〓
岸

長
方
形
の
材
の
一
端
を
細
く
加
工
し
て
尖
ら
せ
る
。
表
面
を
削

っ
た
際
の
加

工
痕
が
表
裏
面
に
認
め
ら
れ
る
が
、
劣
化
の
た
め
木
目
の
一
部
が
浮
き
出
て
い

る
。
墨
痕
は
不
鮮
明
で
肉
眼
で
の
判
読
が
難
し
い
。
な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て

は
田
中

一
穂
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
赤
外
線
写
真
も
同
氏
の
撮
影
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
卸
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
　
台
の
上
遺
跡

。
蛤
ノ
上
遺
跡

・
五
反
田
遺
跡
』

（新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
一
三
人
、
二
〇
〇
五
年
）

（渡
邊
裕
之
）

(高田東部)




